
近江の鎮守の森自然調査 ２０２２　　大宝神社（４）　

　　〈開催日時〉　２０２２年７月２日（土）
　　〈集合場所〉　大宝神社四脚門　栗東市綣
　　〈参加人数〉　大谷事務局以下８名

　　　　　　「近江の鎮守の森調査2022」 の調査対象は、今年度から大宝神社です。
　　　　　　調査場所は、【社殿～御神木周辺】【参道（南～西）】【芭蕉句碑～児童広場】【自由広場～蛇の池】【社叢林（林縁～林内）】の５ブロック
　　　　　　４回目の調査は、社叢林の観察の残っている１／５ 「社叢林５B」と４番目のブロック「自由広場周辺 ４」を調査しました。
　　　　　　写真は、原則観察順です。観察場所によって重複する種があります。
　　　　　　本レポートは調査報告としてではなく、調査の雰囲気及び大宝神社の植物相の一端を感じていただくものです。

【社叢林 ５B】　前回で残った社叢林の部分を調査しました。11４種がチェックできました。
調査前の打ち合わせ状況 カラタチバナ 滋賀県の「その他重要種」に指定されている。

県内の各地で生育しているが、減少傾向にある。
今回の同好会の調査でも大宝神社全体でこの場所
だけです。
６月２日の観察で発見し、保護テープの成果で
立派に育っていました。
カラタチバナの花、初めて見ました。定点観察の
ご褒美ですよね

クロガネモチ

カクレミノ 開花 ヤブミョウガ ムクノキの樹皮

ノハカタカラクサ キチジョウソウ ナワシロイチゴ

イヌビワ ヤブニッケイ

イ と  クズ カモジグサ オオアレチノギク



ナガバギシギシ イヌホオズキ ケアリタソウ

ネムノキ ヌスビトハギ アリドオシ

マンリョウ タカノツメ チチコグサモドキ

サザンカ コジキイチゴ 写真同定不能　スゲ属　

ダンドボロギク カラスウリ ヤブタビラコ

ヒヨドリジョウゴ ヤブラン コムラサキ



ヤマハゼ ネズミムギ ホソバイヌビワ

【自由広場周辺】　熱中症対策の吸水休憩後、自由広場周辺の観察に移る。１１１種が把握できました。
テイカカズラ サンショウ ナガバジャノヒゲ

ヤブニッケイ アカメガシワ アキノノゲシ

オッタチカタバミ カモジグサ クスノキ

アメリカセンダングサ コセンダングサ ヒナギキョウ

オオニシキソウ コニシキソウ アレチヌスビトハギ



オニノゲシ ホウキギク アキノエノコログサ

ヤハズソウ ホソムギ アカマツ　大木は珍しい

クロガネモチ ネザサ イタビカズラ

ネズミモチ ウマノスズクサの花 マテバシイ

ボタンクサギ

【感想】
　　記録的な猛暑の予報もあって、調査を早めに
　　切り上げる予定でスタートしました。
　　でも、社叢林５Bエリアは、直射日光が遮られて
　　思いの外耐えられました。

　　前回、前々回で保護の対象になっていた
　　「カラタチバナ」や「ウマノスズクサ」の花に
　　初めて出会い、感激しました。
　　定点観察の重要さを感じました。

（文責：村山和夫）


